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（単位:千円）

（２）２８年度の取組と成果

（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

<細事業１> 応急診療所運営事業 細事業事業費（千円） 14,741

参考
9,328 8,049 1,279

再任用職員数（人）

職員数（人） 特定財源（その他）

公債費 特定財源（都市計画税）

内

　

訳

事業費 14,741 13,910 831 国県支出金

２７年度 比較

総 事 業 費 14,741 13,910 831 一般財源 5,413 5,861 △ 448

職員人件費 地方債

２．事業の目的

休日における内科応急診療を確保する

３．コスト情報

事業コスト ２８年度 ２７年度 比較 財源 ２８年度

視点・政策 02　安全安心・03　安らぐ

施策 18　安心して医療が受けられる環境の整備に努めます

所管部・室・課 健康福祉部　健幸政策室 作成者 主幹　松本　純子

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

事業名 応急診療所運営事業 決算書頁 198

応急診療所で、休日における「内科」の初期応急診療を市医師会に委託して実施した。

　　 ・日曜及び祝日、年末年始(１２/３０～１/３)

  　　  (受付時間)  １０：００～１１：３０、１３：００～１６：３０

 　　   (診療時間)　１０：００～１２：００、１３：００～１７：００
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

課題と改善について ２９年度以降における具体的な方向性について

応急診療所の受診者数は、冬場のインフルエンザ

の流行時期に増えるなど、季節的な偏重がみられ

る。

休日の医療を確保する目的から、診療体制の適正

規模などの検討が必要である。

休日初期救急医療の確保という視点から、休日診療を継続

していくことは重要であるが、休日における市民のニーズを

把握し、診療体制の見直しを検討していく必要がある。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

自己評価

２８年度の事業の達成状況

　応急診療所の受診者数は、２７年度に比べ増加している。

受診者の年齢層を見ると広い年代に利用され、市内の応急

診療に寄与していると考えられる。

市民の利便性や事業の効率性が

大きく向上した。

市民の利便性や事業の効率性が

向上した。

市民の利便性や事業の効率性は

前年度の水準に留まった。
○

受診者数推移表 (単位:人)

２７年度 ２８度

休日 内科 652

２４年度 ２５年度 ２６年度

28年度診療日数 66日

年末年始 内科 108 145 363 105

678 716 697 723

合計 760 823 1,079 802

160 28年度診療日数 5日

883 28年度診療日数 71日
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（単位:千円）

（２）２８年度の取組と成果

（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

<細事業１> 救急医療対策事業 細事業事業費（千円） 25,902

参考
再任用職員数（人）

職員数（人） 1 1 特定財源（その他）

公債費 特定財源（都市計画税）

内

　

訳

事業費 25,902 22,611 3,291 国県支出金

２７年度 比較

総 事 業 費 34,673 31,372 3,301 一般財源 34,673 31,372 3,301

職員人件費 8,771 8,761 10 地方債

２．事業の目的

近隣市町と連携し、小児科等の救急医療の確保を図り、広域による医療対策を充実する

３．コスト情報

事業コスト ２８年度 ２７年度 比較 財源 ２８年度

視点・政策 02　安全安心・03　安らぐ

施策 18　安心して医療が受けられる環境の整備に努めます

所管部・室・課 健康福祉部　健幸政策室 作成者 主幹　松本　純子

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

事業名 救急医療対策事業 決算書頁 198

　①二次救急について、夜間及び休日における重症患者の救急医療を確保するため、川西市・宝塚市・伊丹市の病院が

　輪番制方式により対応し、市内からは５病院（市立川西病院・ベリタス病院・協立病院・正愛病院・自衛隊阪神病院）

　が参加した。

　

　②初期小児救急医療の確保のため、本市と伊丹市・宝塚市・猪名川町が共同で設置した広域の小児急病センターである

　「阪神北広域こども急病センター」（伊丹市内）の管理運営等への経費負担を、市民の受診者数や人口に応じて行っ

　 た。また、当センターでは、夜間・休日・土曜日の診療のほか、電話相談事業を実施し、小児救急患者の家族等の不安

　 の軽減を図った。

　

　

　③３市１町（川西市・宝塚市・伊丹市・猪名川町）内の初期・二次救急医療機関において対応が困難となった小児科

　の患者者への診療を兵庫県立塚口病院へ委託するとともに、３市１町の初期救急医療機関において対応が困難となっ

　小児科の救急患者者への診療を市立伊丹病院等へ委託し、小児二次救急医療体制等の構築を図った。

　

【診療】 【電話相談】

診療日

平日（月～金曜日）

土曜日

日曜・祝日・年末年始

受付時間

19:30～翌朝6:30

14:30～翌朝6:30

 8:30～翌朝6:30

診療日

平日

土曜日

日曜・祝日・年末年始

受付時間

20:00～翌朝6:30

15:00～翌朝6:30

 9:00～翌朝6:30
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

課題と改善について ２９年度以降における具体的な方向性について

二次救急医療体制については、近隣他市の体制や

状況をみながら、適正かつ効率的な管理運営や医療

の確保に引き続き努める必要がある。

また、市民が適切に必要な医療を受診できるよ

う、救急医療体制について広く周知していく必要が

ある

阪神北広域こども急病センターでは西宮市民の受診者数が

増加していることから、平成２７年度より一部深夜帯に限り

３市１町と西宮市で運営する体制をとっているが、問題なく

運営できており、引き続き近隣他市の受診状況の経過を考慮

し、運営体制を協議していくとともに、救急医療体制につい

て広く周知していく。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

自己評価

２８年度の事業の達成状況

阪神北圏域内における二次救急医療体制については、兵庫

県、関係市町と連携しながら医療を確保している。

市民の利便性や事業の効率性が

大きく向上した。

市民の利便性や事業の効率性が

向上した。

市民の利便性や事業の効率性は

前年度の水準に留まった。
○

　

　

診療日 受付時間

日曜・祝日 9:00～16:00

年末年始 9:00～翌朝5:30

土曜日（耳鼻咽喉科のみ）  18:00～20:30

阪神北広域こども急病センターでの川西市民の受診者数・電話相談件数

休日夜間急病診療所での川西市民の受診者数（眼科・耳鼻咽喉科）

（単位：人）

２８年度

4,387受診者数 4,639 4,471 4,738 4,666

（単位：人、件）

410 366

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

2,771

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

電話相談件数 3,045 2,712 2,845 2,888

357

眼科 126 153 133 130 129

耳鼻咽喉科 294 308 277 236 228

合計 420 461

　④眼科・耳鼻咽喉科の救急医療においては、休日夜間急病診療所（阪神６市１町で共同運営）にて、休日等での救急医療
　の確保を図った。
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